
時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

年
金
・
医
療

雇
用
・
労
働

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

ご
存
じ
で
す
か

　
　

付
加
年
金
制
度

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
で
す

無
料
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
を

開
催
し
ま
す

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

11
月
10
日
は
『
技
能
の
日
』

技
能
士
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

三
愛
病
院
院
長
・
千ち

葉ば

泰や
す

二じ

さ
ん

に
よ
る
自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

研
修
を
行
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身
近
な

人
の
悩
み
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、

話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
人
の
こ
と
で
す
。

時
11
月
19
日
㈫
14
時
〜
16
時
30
分

所
し
ん
た
21

定
100
人
（
申
込
順
）

申
11
月
12
日
㈫
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
定
額
保
険

料
（
平
成
25
年
度
は
、
１
万
5
千
40

円
）
に
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を

加
え
て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ
た

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上
乗

せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
国
が
直
接
管
理
運

営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

時
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
9
時
〜
15

時
所
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

対
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
者
登
録
を
し
て
い
る
方

内
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
な
ど

定
15
人
（
書
類
選
考
）

※
応
募
が
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
事
業
を
営
む

使
用
者
と
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用

　

『
技
能
士
』
は
、
国
が
行
う
技
能

検
定
の
合
格
者
に
与
え
ら
れ
る
称
号

で
す
。

　

事
業
所
や
自
宅
に
、
技
能
士
の
標

示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
工
事
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
北
海
道
技
能
士
会

 

（
☎
011

－

815

－

4
8
4
5
）

対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
、
学
生
な
ど
）

※
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
除
き
ま

す
。

◎
付
加
年
金
額
の
例

　

付
加
保
険
料
を
40
年
間
（
480
月
）

納
め
た
場
合

•
納
め
た
付
加
保
険
料

　

400
円
×
480
月
＝
19
万
2
千
円

•
受
け
取
る
付
加
年
金
（
年
額
）

　

200
円
×
480
月
＝
9
万
6
千
円

※
2
年
間
年
金
を
受
給
す
る
と
納
め

た
付
加
保
険
料
の
元
が
取
れ
、
よ

り
長
く
年
金
を
受
給
す
る
ほ
ど
お

得
で
す
。

問
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

に
な
る
よ
う
、
未
加
入
の
事
業
主
の

方
は
、
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

 

（
☎
㉓
6
1
3
1
）

中
止
し
ま
す
。

申
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
や
ジ

ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
11
月
18
日
㈪
17
時
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
、
フ
ァ
ク
ス
で
登
別
職
業
訓

練
協
会
（
〒
059

－

0
0
2
7
青
葉

町
42

－

13
、
思
81
2
2
6
1
）

問
登
別
職
業
訓
練
協
会

 

（
☎
85
1
4
5
0
）

さ
れ
ま
す
。

時
間
額　

734
円

効
力
発
生
年
月
日　

10
月
18
日
㈮

※
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
や

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
等
割

増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

次
の
産
業
で
働
く
方
に
は
、
産
業

別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

•
処
理
牛
乳
・
乳
飲
料
、
乳
製
品
、

糖
類
製
造
業

•
鉄
鋼
業

•
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業

•
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
体
ブ
ロ

ッ
ク
製
造
業

問
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

 

（
☎
㉓
6
1
3
1
）

問中小企業基盤整備機構共済相談室
 （☎050－5541－7171）

経営者のための共済制度
◎小規模企業共済制度
　個人事業主や小規模企業の共同経営者、
会社などの役員が事業をやめたり、退職
したときのための共済制度です。
　掛け金は全額所得控除で、掛け金月額
は1,000円から70,000円です。
　税法上、一括受け取りによる共済金は
『退職所得扱い』、分割受け取りによる
共済金は『公的年金等の雑所得扱い』と
なります。
◎経営セーフティ共済
　取引先の倒産により、売掛金債権など
の回収が困難になったときに、貸し付け
が受けられる共済制度です。
　『無担保、無保証人、無利子』で貸し
付けが受けられ、積み立て掛け金の10倍
の範囲内（最高8,000万円）で、被害額
相当の共済金の借り入れが可能です。
　掛け金は税法上、損金または必要経費
に算入でき、掛け金月額は、5,000円か
ら20万円です。
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募　

集

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に

加
入
し
て
い
る
事
業
主
の
方
へ

の
お
願
い

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・

雪
上
安
全
法
養
成
講
習
Ⅰ

里
親
を
募
集
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
採
用
試
験

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

メ
キ
シ
コ
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

〜
国
際
理
解
講
座
〜

作
文
を
募
集
し
ま
す

〜
2
0
1
4
年
の
私
へ
〜

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

文
化
振
興
基
本
計
画
検
討
会
議

と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
検

討
会
議
の
委
員
募
集

•
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く

だ
さ
い

•
『
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
』
を

所
持
し
て
い
る
方
が
、
建
設
業
界

を
引
退
す
る
と
き
は
、
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ

さ
い

問
建
退
共
北
海
道
支
部

 

（
☎
011

－

261

－

6
1
8
6
）

時①
基
礎
講
習
11
月
16
日
㈯
9
時
〜
14

時
②
養
成
講
習
11
月
16
日
㈯
14
時
〜
17

時
、
11
月
17
日
㈰
9
時
〜
17
時

所
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
①
は
15
歳
以
上
の
方
、
②
は
18
歳

以
上
の
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

で
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
技
能

　

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

時
平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

対
15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
中
学
校
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
の
男
性

※
年
齢
は
平
成
26
年
4
月
１
日
現
在
。

受
付
期
限　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

問
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
と
行
政
が
共
通
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

時
12
月
１
日
㈰
14
時
30
分
〜
17
時
30

分
所
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
30
人
（
申
込
順
）

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

時
11
月
28
日
㈭
18
時

所
市
民
会
館

内
西
陵
中
学
校
教
諭
・
吉よ

し

井い

真ま
さ

裕ひ
ろ

さ

ん
に
よ
る
、
メ
キ
シ
コ
日
本
人
学

校
で
の
経
験
や
文
化
な
ど
の
話

定
20
人
（
申
込
順
）

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　

『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
平
成
26
年
１

月
号
』
の
特
集
に
掲
載
す
る
作
文
を

募
集
し
ま
す
。

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
小
学
生
以
上
の
方

内
2
0
1
3
年
を
振
り
返
っ
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
、
2
0
1
4
年
の
夢
や
抱
負
、

挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
な
ど
を
400

字
程
度
で
書
い
て
く
だ
さ
い

申
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
作
文
の
タ
イ
ト

　

『
ま
ち
づ
く
り
』
に
つ
い
て
、
市

長
と
会
っ
て
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
29
日
㈮
11
時
〜
17
時

※
１
人
（
組
）
30
分
程
度
。

所
市
長
応
接
室
、
鷲
別
公
民
館
、
婦

人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方

※
苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
の
時
に
内
容
（
概
要
）

を
伺
い
ま
す
。

申
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
6
5
8
6
）

　

放
送
大
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
、
心
理
学
や
歴
史
、
自

然
科
学
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

時
12
月
１
日
㈰
〜
平
成
26
年
2
月
28

日
㈮
（
出
願
期
間
）

費
１
教
科
１
万
１
千
円
（
半
年
分
・

教
材
費
を
含
む
）

問
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
011

－

736

－

6
3
1
8
）

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
20

歳
以
上
で
、
文
化
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
が
あ
り
、
平
成
27
年
3

月
ま
で
継
続
し
て
会
議
に
出
席
で

き
る
方

定
各
2
人
（
書
類
選
考
）

申
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

判
定
テ
ス
ト
2
級
相
当
の
技
術
を

有
す
る
方

内
①
は
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
除
細
動
、
止
血
方
法
な
ど
、

②
は
、
雪
上
で
の
事
故
防
止
、
応

急
手
当
、
冬
山
の
気
象
な
ど

※
全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
ま
た
は
『
認
定
証
』
を
交

付
し
ま
す
。

定
10
人
（
申
込
順
）

費
各
１
千
500
円
（
教
材
費
）

申
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

れ
養
育
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛
情
、
養
育

に
対
す
る
熱
意
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
Ｇ
（
☎
85
5
6
3
4
）

ル
を
記
入
し
、
11
月
29
日
㈮
ま
で

に
郵
送
（
当
日
必
着
）
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
企
画
調
整

Ｇ
（
〒
059

－

8
7
0
1
中
央
町
6

丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ルpr@

city.no
boribetsu.lg.jp

、
思
85
1
1
0
8
）

※
紙
面
に
は
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
が
、

匿
名
を
希
望
す
る
方
は
『
匿
名
希

望
』
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

地
域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3
3
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

•
受
付
期
限
11
月
27
日
㈬

◎
情
報
シ
ス
テ
ム
科

•
試
験
日
12
月
11
日
㈬

•
受
付
期
間
11
月
7
日
㈭
〜
12
月
6

日
㈮

対
求
職
中
の
64
歳
以
下
の
方

定
各
20
人

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集

機
動
職
業
訓
練
生
募
集

介
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

も
し
も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

費
１
万
円
〜
6
万
円
（
年
額
）

申
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5

0
）

◎
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科

•
試
験
日
11
月
29
日
㈮

•
受
付
期
限
11
月
25
日
㈪

◎
簿
記
会
計
事
務
科

•
試
験
日
12
月
3
日
㈫

所
時
内

•
鷲
別
公
民
館
・
11
月
11
日
㈪
10
時

〜
12
時
・
成
年
後
見
制
度
と
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
に
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訓練科目 入校資格 訓練期間 定員
木造建築科 中学校卒業以上の学

力のある方で、雇用
保険に加入している、
またはしたことがあ
る方

2年間
（昼間）

各10人

建築板金科

建築塗装科

建築設計科 高校卒業以上の学力
のある方で、雇用保
険に加入している、
またはしたことがあ
る方

2年間
（夜間）

経理事務科 １年間
（夜間）ＯＡシステム科 　20人

墓地 造成年度 区画 面積 使用料
（うち管理手数料）

亀田霊園

昭和60年 １区画  5.0㎡ 225,000円
(25,000円)

昭和61年 １区画  5.0㎡ 225,000円
（25,000円）

昭和62年 １区画  5.0㎡ 225,000円
（25,000円）

富浦墓地

昭和44年 １区画  4.0㎡ 124,000円
（20,000円）

昭和48年 2 区画  6.0㎡ 186,000円
（30,000円）

昭和50年 2 区画  4.0㎡ 124,000円
（20,000円）

昭和50年 2 区画  6.0㎡ 186,000円
(30,000円)

昭和54年 4 区画  6.0㎡ 198,000円
(30,000円)

平成 6年 3区画  5.0㎡ 260,000円
(25,000円)

第二富浦
墓　　地 平成15年 １区画 10.5㎡ 630,000円

(52,500円)
中 登 別
墓　　地 昭和45年 2 区画 12.0㎡ 360,000円

(60,000円)
対市内に居住し、 3年以内に墓碑を建立する方
※すでに墓地使用権をお持ちの方は除きます。
※ 3 年を経過しても墓碑を建立しなかったときは、墓
地使用許可が取り消しになります。この場合、納入
された使用料と手数料は返還しません。

申  市民サービスグループ備え付けの申込書に必要事項
を記入し、印鑑と住民票を持参の上、11月 5 日㈫～
19日㈫に提出してください
※ 申し込みは１世帯１区画です。申し込み者が複数と
なった場合は、後日抽選を行います。
※第二富浦墓地は、随時、貸し付けを行っています。
問市民サービスＧ（☎85２１３９）

▼バスの利用区間
◎ 千代の台線　鷲別・上鷲別入口～市民プール
前

◎ 登別室蘭線
•鷲別・上鷲別入口～クリンクルセンター前
•汐見坂～クリンクルセンター前
•登別温泉ターミナル～クリンクルセンター前

▼  パック券販売所　市民プール、鷲別公民館、
市役所内母子会売店、市民会館、道南バス若
山営業所、道南バス登別温泉ターミナル、川
西燃料店

▼パック料金 （単位：円）

区　分 乗車区間 運賃＋入館料
通常料金 パック料金

一　般
鷲別方面、
登別方面～
市民プール

1,120 900
65歳以上 920 700
高校生 820 600
中学生 720 500
小学生 420 300
一　般

登別温泉
方面～　
市民プール

1,420 1,000
65歳以上 1,220 800
高校生 1,120 700
中学生 1,020 600
小学生 560 350

※ 鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別方面は汐
見坂、登別温泉方面は登別温泉ターミナルを
起点とします。

※ パック券の利用は、市内からの乗車に限りま
す。バスを乗り継ぐ場合は、利用できません。

問社会教育Ｇ（☎88１１２９）

『市民プールバスパック』を
ご利用ください

返還墓地の貸し付けを行います返還墓地の貸し付けを行います

　保管場所に
鍵を掛けまし
ょう。
問室蘭警察署
（☎460110）

タイヤの
盗難に
 注意注意
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